
かりや市議会だより 平成30年11月１日第147号 （8）

◆企画総務委員会（10月10日〜12日）

　埼玉県戸田市　　　「シティセールス戦略について」

　栃木県宇都宮市　　「宇都宮ブランド戦略について」

　神奈川県秦野市　　「公共施設再配置の取り組みについて」

◆福祉産業委員会（10月10日〜12日）

　福島県福島市　　　「再生可能エネルギー推進について」

　千葉県佐倉市　　　「認知症にやさしい佐倉について」

　神奈川県横須賀市　「エンディングプランサポート事業について」

◆建設委員会　　（10月17日〜19日）

　埼玉県東松山市　　「デマンドタクシーについて」

　群馬県前橋市　　　「空き家対策について」

　千葉県千葉市　　　「市地図情報システムについて」

◆市民文教委員会（10月17日〜19日）

　埼玉県越谷市　　　「スクールコンケアについて」「ＩＣＴを活用した授業について」

　福島県郡山市　　　「外国人児童生徒に対する教育について」「産後ケア事業について」

　東京都日野市　　　「発達・教育支援センター「エール」について」

◆議会運営委員会（10月24日〜26日）

　茨城県守谷市　　　「議会のＩＣＴ化について」

　東京都立川市　　　「議会のＩＣＴ化について」

　東京都江戸川区　　「議会における防災の取り組みについて」

【 行政視察 】優れた事業を行う自治体を視察し、
魅力ある刈谷市づくりに生かします。

編
集
後
記

〜

か
け
は
し
〜

◆
秋
も
深
ま
り
、
日
の
暮
れ
が
早
い

こ
と
に
驚
き
ま
す
。
春
夏
秋
冬
、
移

ろ
い
ゆ
く
季
節
を
じ
っ
く
り
と
味
わ

い
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
最
近

は
一
雨
ご
と
に
、
初
秋
、
晩
秋
、
そ

し
て
初
冬
を
迎
え
る
よ
う
な
慌
た
だ

し
さ
さ
え
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
こ
の
夏
は
、
災
害
的
猛
暑
、
異
例

な
数
の
台
風
上
陸
、
そ
し
て
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
と
天
災
が
続
き
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
１
日
で
も
早

く
日
常
に
戻
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま

す
。

　

三
河
地
震
か
ら
73
年
、
こ
の
地
域

に
お
い
て
も
災
害
へ
の
心
構
え
と
備

え
が
必
要
で
す
。

　

市
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
中
に

避
難
器
具
等
の
点
検
と
と
も
に
、
安

否
確
認
訓
練
や
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
防
災
減
災
を
重
点
課
題
と

し
て
、
行
政
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

◆
９
月
定
例
会
で
は
平
成
29
年
度
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

財
政
力
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
法
人

市
民
税
の
一
部
国
税
化
、
輸
出
入
関

税
の
問
題
も
あ
り
、
世
界
経
済
や
こ

の
地
域
の
屋
台
骨
で
あ
る
自
動
車
産

業
も
長
期
的
に
は
不
透
明
で
す
。

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を

改
め
て
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

◆
防
犯
・
防
災
、
子
育
て
支
援
、
健

康
長
寿
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
産
業

も
の
づ
く
り
の
堅
持
な
ど
、
必
要
な

施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行

し
、
「
住
み
た
い
ま
ち
」
で
あ
り
続

け
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
刈
谷
市
の

未
来
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

（
議
会
広
報
委
員
会
）

渡
邊
　
妙
美
　
議
員 
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
を
早
期
に
発
見
し
介
護
予
防
を

︱
各
機
関
が
連
携
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
︱

稲
垣
　
雅
弘
　
議
員 
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
共
生
社
会
の
実
現
を

︱
地
域
力
強
化
の
た
め
に
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
︱

加
藤
　
廣
行
　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

介
護
保
険
料
を
維
持
す
る
取
り
組
み
は

︱
給
付
の
適
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
元
気
な
高
齢
者
と
担
い
手
を
増
や
す
︱

問　

高
齢
者
が
口
腔
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
介
護
予
防
に
つ
な
が

る
。
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
機
能
健

康
診
査
の
内
容
は
。

答　

虫
歯
や
歯
周
病
の
検
査
、
噛

む
力
や
舌
の
動
き
及
び
飲
み
込
む
能

力
と
い
っ
た
口
腔
機
能
の
検
査
、
歯

科
医
師
に
よ
る
口
腔
機
能
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
舌
や
口
の
運
動
や
唾
液

腺
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
指
導
を
行

う
。
平
成
29
年
度
は
77
歳
の
人
を
対

象
に
実
施
し
、
受
診
者
の
約
３
分
の

問　

平
成
30
年
４
月
に
社
会
福
祉

法
が
改
正
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
視
点

か
ら
、
個
人
の
課
題
を
地
域
の
課
題

と
し
、
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
と
し

て
解
決
す
る
共
生
社
会
の
実
現
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
福

祉
に
関
す
る
認
識
と
行
政
の
役
割
及

び
第
４
次
刈
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の

内
容
は
。

答　

地
域
課
題
の
発
見
と
「
我
が

事
」
と
し
て
解
決
す
る
た
め
に
、
地

区
社
協
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
体
制
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
課
題
の

情
報
の
共
有
化
と
支
援
に
係
る
部
署

間
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、
包
括

的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

１
に
口
腔
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
。

問　

口
腔
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ

た
人
に
対
し
て
の
取
り
組
み
と
、
今

後
の
方
向
性
は
。

答　

対
象
者
に
は
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
口
腔
機
能
の
維
持
・
向
上
に
係

る
講
話
や
体
操
を
行
う
「
元
気
は
つ

ら
つ
教
室
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
は
、
健
康
診
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

健
診
を
し
た
歯
科
医
師
と
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
関
係
者
が
連
携

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

第
４
次
刈
谷
市
地
域
福
祉
計
画
で
は
、

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
地

域
の
課
題
を
踏
ま
え
た
包
括
的
な
支

援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

計
画
の
理
念
で
あ
る
「
参
加
と
支
え

合
い
で
築
く
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

地域ケア会議の様子

問　

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
と
高
齢
化
率
は
。

答　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

２
９
，
８
４
０
人
で
19
．
８
％
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
は

確
実
に
進
ん
で
お
り
、
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
も
増
加
し
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
は
５
年
前
と
比
較
す
る
と
、
ど

の
程
度
増
加
し
た
か
。

答　

給
付
費
ベ
ー
ス
で
平
成
24
年

度
は
約
53
億
７
，
９
０
０
万
円
、
29

年
度
は
約
65
億
７
，
０
０
０
万
円
で

あ
り
、
約
22
％
の
増
加
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

問　

介
護
保
険
料
を
維
持
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答　

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
促

し
、
給
付
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す
取
り

組
み
や
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
を
拡
充

す
る
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
介
護
保
険
料
の
維
持

に
努
め
る
。

健康体操で心身ともに健康に

神
谷
　
昌
宏
　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

市
が
主
体
と
な
り
、
特
定
外
来
生
物
駆
除
に
係
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を

︱
外
来
生
物
被
害
予
防
の
普
及
啓
発
を
図
り
、
生
態
系
維
持
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く
︱

野
村
　
武
文
　
議
員 
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

刈
谷
城
築
城
に
つ
い
て
白
紙
撤
回
を

︱
事
業
の
早
期
着
手
に
向
け
て
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
︱

問　

熊
本
城
復
旧
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
た
。
刈
谷
城
築
城
に
向
け
た

取
り
組
み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場

合
で
も
可
能
な
限
り
石
垣
や
建
造
物

の
崩
壊
を
防
ぎ
、
人
的
な
被
害
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
石
垣
の
構
造
や
石

積
み
の
工
法
、
公
開
時
の
安
全
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
法
令
の
対
応
と
あ

わ
せ
て
ま
と
め
て
い
く
。
そ
の
後
、

具
体
的
な
施
工
方
法
、
使
用
材
料
な

問　

市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
特

定
外
来
生
物
は
。

答　

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
、

ウ
シ
ガ
エ
ル
、
カ
ダ
ヤ
シ
、
ブ
ル
ー

ギ
ル
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
セ
ア
カ
ゴ

ケ
グ
モ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど

で
あ
る
。

問　

町
内
会
、
大
学
、
企
業
、
刈

谷
環
境
支
援
員
の
会
な
ど
が
行
う
駆

除
活
動
へ
の
市
の
関
わ
り
は
。

答　

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
人

的
支
援
、
捕
獲
し
た
外
来
生
物
の
処

分
、
活
動
広
報
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　

駆
除
活
動
を
行
う
団
体
に
対

す
る
補
助
金
や
捕
獲
報
奨
金
な
ど
を

交
付
す
る
制
度
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

現
状
、
財
政
的
な
支
援
、
報

ど
を
選
定
す
る
実
施
設
計
を
行
っ
て

い
く
。
実
施
設
計
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
体
の
事
例
も
踏
ま
え
、
少
な

く
と
も
２
年
程
度
の
期
間
は
必
要
に

な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

問　

復
元
と
現
代
工
法
の
折
衷
案

は
難
問
で
あ
り
、
刈
谷
城
築
城
と
い

う
も
の
の
考
え
方
を
白
紙
撤
回
し
て

は
ど
う
か
。

答　

本
市
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
刈
谷
城
の
復
元
に
向
け
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

奨
金
制
度
に
つ
い
て
、
新
た
に
制
度

を
作
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

近
隣
市
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
調
査
研
究
を
行
う
。
今
後
も
外
来

生
物
被
害
予
防
３
原
則
の
普
及
啓
発

を
図
る
な
ど
、
生
態
系
維
持
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
く
。

特定外来生物のヌートリア

次回発行の２月１日

号に視察報告を掲載

します


